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認知症の人が体験する世界








































































































































































顔にたどり着く。忍耐強いヨシオさんも顔にさわられるとうつとうしい。 「こら一 !」 と
一喝する。セツさんは驚いてその場を立ち去る。さわつていた車椅子が人間の声を出すこ
とに驚き、困惑し、今度は自分にさわりながらデイルームをあてどなく動き回るのである。
結論から言えば、セツさんのさわる行動は、世界の再分節化としてとらえることができ
る。分節化とは、たとえば赤ん坊がさまざまな身の回りの物を口にして、これはスリッパ
これはザル、それらを収納している場所が台所といつた具合に、分けながら全体としてま
とめて識別していくことである。赤ん坊はこのような分節化を行いながら自分の住む世界
を認知していき、同時に、それらを認知する「自分という存在」をわかつていく。言葉の
意味が失われ、周囲の物を正しく認知できなくなつていくのが認知症である。今いる場所
がどこなのか、自分がいま何歳になるのか、あるいはこの人は誰なのか、家族の顔も認知
できなくなつていく。そして、言葉の意味が失われるということは、思考が停滞する、な
いしは思いを巡らすことができないことである。私たちは、言葉があるから考えるのであ
る。自分を立証する言葉や、自分という実体を包み込んでいる容器としての周囲環境が見
知らぬものになっていく。すべてがよそよそしさの中で生起しているのである。何かが抜
け落ちている。自分を保証している何かがどんどん失われていく感じが、セツさんにはあ
る。喪失感である。その喪失を埋めるようにしてセツさんは何かを必死で探している。デ
イルームという空間を常に動き回つてさわつている姿は、彼女の自分探しの旅なのである。
他物にさわり、他者にさわり、自分自身にさわる行動の意味は、他ならぬ自分を再発見し
ようとする試みとして受け止めることができる。
おわりに
あたりまえのことではあるが、人間には一時たりとも静止している状態というものがな
い。また、人間という動物は他の動物同様、死を免れることができる存在ではない。だか
ら、一刻一刻、先へと向かつていく。退行ではない。認知症の人々は、人間の原初へと向
かつて自らの世界を創 り上げていくプロセスでリアルに生きている。
